
Title <4>海外との交流(<A>モントリオールの諸大学のFDに関
する調査報告)

Author(s)

Citation 京都大学高等教育叢書 (2007), 25: 119-128

Issue Date 2007-03-31

URL http://hdl.handle.net/2433/54056

Right

Type Departmental Bulletin Paper

Textversion publisher

Kyoto University







≡¥~- 立 岩 モ II-j=-守 j.,;!寿 一丁----喜 母 語 真 筆 寿 ぎ ≡ 這 襲 章 毒 筆 嚢 轟 奮

巧L は 暖め 雷≡

本 GP事業のひとつに, 海外の FDの動向の調査, および FD関連機関との関係の構築がある

が,その一環として 2006年 9月21日より9月28日までカナダのケベック州に滞姦し, モン

トリオール市の諸大学を訪問した.本稿では,その報告を行うo

窒 C 間 題 意織

2- 頂 む 灘軒夢碍高等教育職状況

まず, 訪問調査先としてなぜカナダを, そしてケベック州を選んだのかということを述べな

ければなるまい｡カナダの高等教育機関に関する情報の詳細に関しては, 本稿の趣旨ではない

ので省略するが, 以下では最小限の事実のみを前提条件として確認したい｡

まず, カナダという国について触れておきたい｡カナダは,アメリカと同じく移民が非常

に多く, 人種 ◎民族的に多様な社会を構成している｡移民の数は毎年増え続けており, 異なる

文化や生活習慣との共存が迫られている｡またアメリカと同様に銃社会であり,家庭の 7割が

銃を所有している｡このようにアメリカとの共通性がありながら,銃による犯罪の発生率はア

メリカの 10分の 1である.このような差は, どのような背景に依拠しているのか, 興味のあ

るところである.こうした社会的な状況の差異は, 当然のことながら教育のあり方についても

影響を与えているであろうと予想される｡

これまで, 日本の大学改革に際してしばしば参照されるのは,アメリカ, イギリス,オース

トラリアなど, アングロサクソン文化圏の大学であった｡これに比して,言語の問題もあるの

であろうが, フランス語圏の大学はあまり参照されることはなかった｡概してアングロサクソ

ン文化圏の大学では, 学寮を中心に発達したという歴史的経緯上,学生サービスが充実してお

り, たしかに大学のひとつのあるべき姿として見るものが多く参考になる｡また良くも悪くも

グローバリズムの中心にあり,国際化進展の著しい現在において無視することはできない存在

である｡これに対してフランス語圏の大学では, 大学は学究の府あるいは教授陣の牙城として

の性質が強く,学生サービスや 野Dは概してお粗末である.

カナダの中でも特にケベック州に着目したのは, この州がカナダの中でもフランス系住民の

存在感が強いからである｡ケベック州では現在はフランス語が公用語となっているが,歴史的

に見ればカナダ東部は毛皮貿易などを独占したイギリス系住民が長らく支配層であった地域で

あり, 対してフランス系住民はむしろ被抑圧層であった.この地域では, フランス文化圏の民

族意識の高揚が長く見られており, 独立の気運は現在でも強い.20世紀後半にはモントリオー

ル 市 は 万 国 博 覧 会 や オ リン革ック等を連邦政府の援助をほとんど受けずに成功させ , その存在

感を世界に印象づけたoこのようなフランス文化圏に属するというアイデンティティ意識に嚢
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付けられているのであれば, ケ ベ ッ ク 州 に お いてはタ当然ながら高等教育における教育研究も,

ヨ-ロツパのフランス文化 圏 で あ る フ ラ ン ス やベルギ-とのつながりが強いと推測される｡ す

なわちタカナダというアング ロ サ ク ソ ン 文 屠監圏の影響の強n国にありながら,ヲランス文修獲圏

とのつながりが予想される三の地 域 に お n てタどのような高等教育システムが形成されている

のかタ大変興味のあるところであるo プ ランス文化圏とアングロサクソン文才獲圏とが混在し融

合するところとしてタケベック州の高等教育とりわけ教員の研修に関して知る芸とは,私たち

の野EBに関する知識とイメ-ジを広げてくれることであろうO

カナダの高等教育進学率に関しては,州ごとに教育制度か盟なるためかタ現 時 点で連邦全体

管の正確な統計的数字を見つける芸とは,筆者には習きてnなW｡とはnえタカナダの高等 教

育段階も田本と同様に大衆修臨している芸とは確かのようである｡望年制のヨ ミ且ニテ ィ劾 ♭ッ

プのセクタ-が大きi,そ三等は一般教養から特定の専門ま等タさまざまな館野 を学 び ことが

習きるoコミュニティ奥♭ッジを卒業後に,総合大学への編鬼とも.もう3-スを辿る学 生 も多 いo

学制に関してはタロ本やアメリカと同じ≪6◎3◎3◎逮制をとっている州が多いが,ケベ ック州

I;::'I-:･IT:幸手幸 -:‥二 ::=7茸了二幸‥Lf-ニー.三十十 : -:i二1-‥≠-:_辛二二 三二二:-一二二主三:,=I_L二三三:_:三-_-.:=;"･=,I-__1-_二三≒-_i::-i:_

離 野TOfessi⑬ne且)での一般教養の課程を経て大学代見学ずるとnう制度となっているoLたが

って太学に入学してiる学齢Amは田本より且つ年長である｡こうした特徴も,高等教育のあ

り方に少なか'らぬ影響を奪えてnる習あろうと,予想できるo

等.: 鞍 棒 先 顛 撃 軒単産 と;:I:+_{':ll:.,1:･:.:i-i;;:[担:5::'ニーナ汚辞

≡ ;:: ､ ･1. M上 転 酢I,'･;.r-i-tit.学紬妄軍産

今 回の訪問におnてほタケ璃ッタ州殿中竃もタ英語系の大学とプランス語系の大学が混在し,

大学の数も多いモントリオ-ル市の中から総合大学を選定して訪問するのが,もっとも効率的

であると考えられたo事前に電子メ-ルでヨンタクトをとりタロ程が調整できた以下の 3大学

を訪問したO

轟 L∴ 藩纏う蕗:.:l･､.二苧r･;;lIJt:.難聴と墳事

大学名 学生数 特徴

英語系大学 コ ン ヨル デ イ ア 太学Ce誓霊灯浅主aUni宣告㍗Si辱 三万入逮 芸術系の大学とクリスチャン系の大学とがi那4年に合併し誕生o現在でもブ街の中心L郊外とに,望つのギヤン̀パスを持つo

▽ギル大学 3万人 私立大学か ら出発o北米でも有数の,教育 ⑳

MC鎧i且且関取豆VeTSiもy 弱 研究の充実 した大学⑳

フランス語 モン 巨リオ-ル大学 6万Å 仏語による州立大学oフランス語で教育をお

I-i2(巨･=



髄 にもモ ン トリオール市内および市周辺には , ケベ ック州立大学モン ト リ オ ー ル校

(U孤立veTSiも遠地 喝隠鈍 ec義M onも露絶息:U喝AM),ラヴァル大学 (UniveTSiも義弘ava且),技 術専門学
′

浸 :I:鮎〇･ieFietech-_EIOiogミes.じP壷Li～ie.ほ‡.e)のほか,UQA｣虻 の遠隔教育大学がある.これらの大学

にも事前にコンタクトをとったが,返信を得 られなかったりタ スケジュ-ルの調整がとれず,

訪問することができなかった｡

己-IiIt_/iBイ1･,.-･-3L:'ピC=i.i･-I一語遠

インタピュ-ではタまず調査者が属する京都大学におけるFDの活動とセンタ-の活動につ

いて説明し,調査者の問題意識と問いの文脈を示したo内容は,京都大学のサイズと特徴 , セ

ンタ-の大学組織の中での位置づげ,教育改善の方略としての相互研修型 FD,公開授業など

に関する情報であるOその後,由由討論し情報を交換したo所要時間は 且時間から2時間であ

つ藍o

それぞれの大学の奄ンタ-の 欝EBの対象は,共通して, 1)大学教員,2)新任教員, 3)

TA に鎗けちれるOケベック州にはセンタ-連携組織があり, セ ンター同士の共同研究や連絡

交換などの結びつきは強いoしたがって,研修のプログラム由体は, フランス語大学と英語大

学とによらず,どちらもほぼ同じようなものを提供しているようであったoしかしながら,揺

供するサ-ビスの詳細や,それを学内に位置づけていくための方略には, 各大学の事情に応じ

て少しずつ違いが見 られるo以下, それぞれのセンターが提供するサービスの嶺域を,1)り

-タタショップ, 2)個別コンサルテ-ション,3)授業改善情報の発信,4)授業評価に分

け,説明するo

董【､そ鵠ぞ蛮蘭 朱 筆 蜜.=.おぼる讃重態巣

董- i工 ヨ旨タヨ飽デt,f=,:'東学

コンコルディア大学は 且974年に設立された大学で, 歴史の古い 2つのカレッジが統合され

て大学として発足した経緯を持つ｡学生数は 3万人を超える｡訪問したのはコンコルディア大

学 教 授 学 習 サ ー ビ ス セ ン タ ー (Centr･e forTeaching and Learning Services,

h紙p:〟もeaching｡ConcoT過i乱Caj)である｡ここでは,センター長であり教育哲学 ◎道徳教育の専門

家である 0且ivia鼠ovinescu氏がインタビューに応じてくれたoこのセンターは,5人のスタッ

フ (センター長 , マネージャ- , 教育コンサルタント, プレゼンテーション技術コンサルタン

ド,授業評価担当)か ら成 り,全てのスタッフが女性であったOセンタ-は大学の本部ビル

(A組m五nisもTaもiom0既ceBui且d豆ng)の中にある｡学内の建物のうちどのような場所に位置してい

るかということは,そのセンターが学内組織においてどのような位置づけにかあるかを, 象徴

的に表しているoこれは以下, 他の2つの大学でも同様である｡

亀---'萱- <;i.慧-珍-;I?喜繋ぎ

このセンタ-ほ 五年間に 且且のプログラムで延べ 且7回のワークショップを提供している｡各
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ワ-クショップの参加者は毎回 5-6人と少ないという｡しかし,演劇学部の非常勤教員によ

るプレビンj∴-シ:-3ン能力粧 しセ ミ ナ ･･--I(-ThRl,:r血.,-I..i,i.d-I_?_)_,.;_a:-､-i:JI'C･･5..::Ji･:･j'.Pl_[･es紺.･混 -_i.tT_Tl.Skms)には毎回多

くの教授の参加 があ るO 教 授 た ち は 毎 分 の 教えている内容については指導を受けることに反発

を感じるが, 講 義 ス キ ル の 習 得 に 関 し て は 抵抗なく関心が高いということであるらしいoまた

このワ-クショ ッ プ は , 大 変 受 容 的 な 雰 囲 気 でおこなわれるのも, 人気の秘密というo

TAのワ-クショッ プ に は , 毎 回 80 名 ほ どの参加者が見られ ,非常に人気がある｡初心者

は由らのスキルを向上させる 意 識 が 高 い が ,教授陣の意識は低いという傾向が鬼られるという｡

塾に-ll:こIL'tJr=,I-,芝r個別:-:tt]:･j-骨錐テ-:-:-:ミ{,,?I-I-_;:if,;I

希望のあった教員に個別的におこな う, コ ンサ ル テ ㌻ シ ョ ン も実施している.種類としては

教 室 参 観 とブイ- ドバ ック(C且assTOOm ObseTVaもiom and feed魁ack),講義 のスキル

(PTeSenも鼠もionsk親S),授業評価の解釈(CourseeVa且uaもioninもeTPTeも鼠も息on),コース半ばでのブ

イ-ドバック(Mid-couTSeEeedback),コ-スデザイン(Coursedesign),ティ-テング◎ボ-ド

フが｣オ(Tteachingdossier)タ教授技術サボ-ド(Techno息Ogysuppoyも)などの種類があり, い

ずれもスタッフに予約をとって申し込む形態になっている｡

司巨こI-･H--I-=･3C授業改善滑報碍発情

成長の隠喰である植物のイメ-ジで美しく装飾された センタ-の Webサイトは,内容 的 に も

非常に充実しており,授業改善のちょっとしたコツや , 評価情報解釈の留意点などの 情 報 の 掲

戟,また書籍紹介,リンクなどのぺ-ジからなるoこ れ らの大部労のものは外部か ら も ア ク セ

lJ7:.可能で･蘇るo餌,tLJP･:_･t.;tefaC由来甘･1cc･.:t･且{T｡:rrj:_Li乳扉

針ご-.rトI--･重くt.授業評細

授業評価は,守-タシ-卜方式で無記名で行われる O プオ-マットは非常勤講師 用 が 且 つ ,

常勤●講 師周 が 学 部別 で 冒 種 類 あ りタ次 の W e髄 サ イ トか ら入 手 可 能 で あ る o

h洗p:鵜eacぬing｡COnCOT過ia｡Caleva且uaも亙on/foTmS｡甑もm且

結果は,学部の平均と個人の平均の分布で示されブ イ - ドバッタされる.教員は 各 馴 こ 割 り

当てられたペ-ジから自分の評価を閲覧できるoWe鮎 上に解釈の仕方,解釈のため の コ ン サ ル

チ-ション情報が掲載されている｡この授業評価の項 目 構成の特徴は,授業評価 の 点 数 が 高 n

ことが即ち良いとは限らないという作りになっている ことであるoしたがって解 釈 の 場 合 も タ

平均点をとったりという情報集約の操鰐はなく,あ く までもその授業の特徴を記述 す る た め の

観点であるという姿勢であり,一つ一つの項目ごと に 解釈がされることとなる｡

このセンタ-ではティ-テンダ ◎ポ-トフがづオ (Teaeぬ息ngEBoss息eT)の侍成支 援 に も 特 に

力を入れているo由分が提供する教育の内容を,教 育 学的な周語や概念を用いて詳 し く 記 述 す

ることによってタ教員各由がよりはっきりと意識仔臨ず るという効果を狙ってのことで ある o 芸

れはそのまま,教員のFDにつながってい宅｡

I-iA:l'.?∴一一



蜜L1-: 3 A--一･:51･C特報約歳cL･.義

時 徴 的 な 点として,このセンターの Å組Ⅴ亙soTyCommi統麿eが 2年年限で教育担当副学長か

ら任命されるということがある｡

少数精鋭で賃の高いサービスを提供しているにも関わらず,艶o v i弧 e S C u 民 が 言 う に は , 学内

の中であまり存在を認知されていないというoセンターの課題は タ セ ン タ ー の主 催 す る セ ミナ

ーにあまり人が集まらないことを解決であるということであったO こ の 点 は , 田 本 の大学の同

種のセンタ-と共通の悩みであった.

妾-I--1乏亡.r:-il:iI:ン こ､畑I:ill----:-,l{::･L･;:-,::串

モントリオール大学は,頂8署8年ラヴァル大学のモントリオール分校として設立され,璃920年に

現在の名称に改め独立した大学となった06万人以上の学生を抱え,フランス語系の大学としては

陛界最大の規模を持つo

喜 三 三 二:I-=二は-≡享牽き~iI:-:_二宍 ÷∴妄-:_-://I--二三二三二二三;-二~-_-_I/_-"三三-II-_三=二二II:_:__千二∴ 三二

iFl･:I_:_s e Iig li-i.三 ご こ r= 二:::こ ≡ ･こ 1= 壬Ii･:二･3.hJl-i,･･=:○エコー≡ミ三, -ll:;::-/i:117:.::;.I-.;I:.,.I:i-]･1.:.;-j･､霊f3･3･S:こIIrl〇::-.:i-i-:::･･三･.1;A:.iJ正 二､であi!;:,,7,.タップの

-一一 人 で あ る 二 三a1-ie 三 三.yI:i-Lここ I.-i(ここC:i,･il二二二三七.:_,::I_ユ･3:ies三,J=ii-王ItgS∴J::ヾ応対してくれた｡

こ の セ ン タ - は 且999 年 に,｢教育におけるインタ-ネッ藩の利用サボ- 机 のプロジェクト

からスタ- トし た も の であるo当初はスタッフ数が 3人しかいなかったそうであるが,現在は

センター晶を含む6人の常勤スタッフ,且人の非常勤スタッフタ5人の非常勤技術員夕後入の助

教授,その他各学部から推薦された 3人の協力教員がおり,非常に充実した組織となっている｡

スタッ フ の 主 たる仕事は,コ-ディネ- 巨と瓦CWの技術支援であるO予算面は少額ではあるが,

一 定 額 の 予 算 が安定して大学から支給されるためタ活動の計画が立てやすいというo

セ ン タ -が位置するのは,保健管理センターや奨学金窓Ⅲなど,学生サービスの機能が集 中

している建物である.ここでも,このセンタ-の学内での機能的な位置づけがわかる.

互い-･塁.一･工 ∴こ:;:･:-夢三才≡守 プ

2006年度には27のワ-クショップが予定されている｡各ワークショップの時間は短いもの

で 且時間半,長いもので 3時間ぐちnであるが,技術提供や 甑ow もoものが多い印象である.

具体的にはコースデザイン,学生の多様性の理解,学生の問題行動(差別や剰窃)への対処法,

ティーチング ◎ポー トフが づオの搾り鳳 コンピテンスの評価夕発声の仕方,パワーポイント

の教育学的な使い方などの飽,亙GWの効果的な使い方などである｡

さらに年に3回,特定のテ-マのもとに全学会議 (GTan過e鰐on鎧TemCe)が開催されるO

L/_I:3L:I-I-J芝--工≧｡患部コン甘o･.::ii;テL---I-シ;_-LITI;･!･
教員の要論がある場合タスタッフが教員の授業参観を行いタアドバイスを提供する.また ,

学生の意見を質的データとして収集して,教虞にブイ- ドバッタする｡個人に対するコン サル

チ-ションばかりでなく, 組織単位のコンサルテーションも行なっているという｡

--i2,3-



4-2-3｡授業改善情報の発信

このセンターでは, コンコルディア大学とは対照的に,Web上では授業改善のための情報の

発信は殆ど行なっていない ｡ 教員の方から実際に足を運んでもらうことを大切にしているとい

ラ.Web上では, 主としてワークショップや諸活動に関する情報を提供する.短いビデオクリ

ップを用いて,名物教授のアドバイスや教育観なども発信している｡

轟-2-轟や授業評備

授業評価はこのセンタ-ではなく, プログラムと教育の評価部 (Bureaud9壷va且uaもiondes

pTOgTammeSeもdel書enseignemenも)という別の組織が行うoセンタ-はその結果を受けて,敬

員に結果の解釈の仕方や,評価情報にもとづく改善の仕方等をアドバイスするo

量感･.望L=--I5,特徴的な慮

このセンターの課題として繰り返し強調されたのは,資金が潤沢でない点である.しかしそ

のような状況でも,これまで草の根運動的に活動を広げ立てきたというoセンタ-のミッショ

ンと目的意識は明確で揺らぎがない､ので,スタッフの Commenもpe 随 も -onfa息TeauもTememも?

という言葉に集約されるように, ひとつの方法ではうまくいかなかったら,他に習きる方法は

ないかと, 前向きに工夫を重ねていく姿勢が印象的であった｡

センターの活動を広める方法は草の根運動的であり, 一人一人の教員に丹念にコンタク トを

とることを大切にしている.広報や連絡方法としては, ニュ-ズレタ- ,チラシ,葉書,電話

など複数の手段を用いている.こうした複数の手段を 使 って広報す る こ とが , もっとも大切で

あるということであった｡

副学長の強力なサボ-トを得ている.たとえば新任教員のワ-クショップに関してはタ事前

に副学長の名前で ｢出席は義務ではないが, 非常に強く望まれている｣といった内容の通達を,

各新任教員に個別に出すoその結果,新任教員のほぼ全員が参加するという｡

学内の協力教員を上手に活用しているのも印象的であった｡センタ-のスタッフは,｢由鎗た

ちは機会を提供するが, 内容に関わることになると分からないから,教員の皆さんよろしくお

願いします｣という態度を貫くというo協力教員たちは, 百分たちの後進の指導ということで

あると熱心に関わってくれるというOまた, 自分がこれまで経験的に積み上げてきたノウハウ

に対して, 教育学的◎教育心理学的な裏付けを与えられると安心ずるというoこのようにして,

教員との協力関係が築き上げられてきたという｡

轟---3n苛ギ飽東学

マギル大学は 且842年に成立した私立大学で,もとは裕福商人層の子弟を教育するための大

学であった｡訪問したのはマギル大学教授学習サ-ビス (Teaching盈n成乳eaTningSeTVices,

h紙p:〟www｡mcgili.ca/鮎j)であり, センタ-長の Cyn蝕豆aWesもon民 (教育学 ◎臨勝 弘理学部

教授)およびスタッフの MaTie且aTovaT民 (教育発達専門家)とがインタピュ-に応じてくれ

た.センタ-は中央図書館内に位置し, 図書館,互CT技術支援センタ-とともに,Teac払ing&

LeaTningのサボ-トのためのセンタ-という位置づげである.
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このセンタ-は2004年頃までは教員 (academicstafi)による研究センターであったが, 学

内でのサービス役割の増大に対応するために改組を余儀なくされ, 教員は他大学や勉部局へ移

り,代わりに非アカデミックスタッフを登用することになった.その改組についてセンター長

は ｢改変当時は苦しい時代であったが, 改組が効果を奏した今となっては, あれで良かったの

だと思う｣とのことであった.現在のセンタ-ではセンタ-最のみが教授であり, 教育学部と

兼任しているoあとのスタッフは教員ではないが, 教 育 や そ の 近 接 館 野 の 専 門 家 で あ る｡博士

号取得者が多く,中には他大学の教員から,この セ ン タ ー の ス タ ッ フ と し て 盈 勤 し て きた入府

もいるoこのように,スタッフといっても,日本の場 合 よ り ず っ と 研 究 職 的 な 色 彩 が 強 い o

現センターはサービスセンタ-としての要素だけでは な く , 研 究 所 と し て の 側 面 も 強 く持ち

合わせているOスタッフによる教授学習に関する学会発表や,論文,書籍などの執筆も多数に

のぼるoまた教育学部 と の つ な が り も強 い.センタ-には,将来野EBを専門とすることを希望

する教育学大学院の学 生 が 雇 用 さ れ て お り9彼i彼女らの実践研究の場として有効に機能してい

るOセンタ-の構成はタセ ン タ - 長を含め 8人の常勤スタッフ,9人の協力教員,および数人

の大学院生スタッフから成る｡

華･---豊--13｡ウ工;-I:l･5,-LP_･:,･,≡qvt/I,I-I-･･+'h

望006年度には且且のワークショップを開催している.特徴的なのは,大学 内 のセ ン タ ｢ 外 の

ス タ ッフや教員を活周してい る こ と (もe盈地主ng盈WaT通Sの多い教員,図書館 司 書 や 障 害 者 のあ

る 学 生 に対応するスタッフなど適である｡

こ の セ ン ターの教授学習観として, 学習者中

心 ,および能動的学習というコンセプトをはっ

きりと打ち出しており, り-タショップのプロ

グラムはそれらのコンセプトに基づいて構成さ

れているO中でももっとも充実しているのは,

5日間にわたる inもeT組is軸 且in盈Tyなコ-ス デ

ザインのためのワークショップであるo専門の

盟なる者どうLが集まることで,却って学生の

立場になって意見を言い合うことができるとい

う｡専門外の人でも理解できるように説明でき

るようになるということが,重要なこととして

捉えられている0着には,このワー ク ショップ

の案内文を示しておいた o

臨 地is 30一弘ouT WOTks払op, sma且且

mu且転成isci遷燕maTygTOuPSfocusonもwomain

acもiv揖es:coursedes昭nan盛micTOもeac甑ing｡A

pmnC亙p且ed appTOaCh もo couTSe 過es昭n and

もeaching 且S SuPPOTもe過 byvideoもape盛もeach豆ng

ep且SO過es, Se且f-cT損que am盛 peeT feedback｡

Wheseacもiviも亙espTOVide もheoppoTもuniもy もo

且eaTn abouも成i鮎TenもSもTaもeg且eSfoTもeaching,

and もO expeTimenも W亙蝕 もhem 捕 a

mom-忠弘Teaもeningands隠PPOTも息veenviTOnmenも｡

恥eVio隠SPaTもicipanもsTePOTも 地象ももぬe且ive且y

過iscuss亙onso鮎弧且eadもo弧eW insig鮎もsaboも止

course COnもenも an趨 a且もeTm亀もive ways Of

もeac鮎亙ngiも｡

卓一 芸,,,-;I.I?i｡恵嘉 =‥3?}}-三戸､′阜テ -･Lコシ ョ 1,i,

要請があった場合に行われるo 授 業 観 察 , 学 生 からの情報などをもとにO授業者が相談した

いトピックを決め,センターはそれ に 関 連 す る 情報を集めてコンサルテ-ションに応じる o
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項トー-I3--3ご授業改善情報の発情

Web上では殆ど行われていない.センタ-の入口のすぐ近くに facu且tyの談話コ-チ-があ

り,そこに授業改善に関する資料が閲覧可能な形で置かれている｡また,直接に教員がセンタ

-にやってくることを重視しているのは,モントリオ-ル大学の場合と同じである｡

垂-i-･3-I-4,｡授業評価

評価はオンラインで行われる｡導入前はオンラインでの評価に対す る様府な反対意見があっ

たが, 導入後特に不都合は起こっていないという.結果の解釈等に関してはこのセンタ-が関

わるが,授業評価のシステム自体はすでに出来上がっているものであり, 制作にはタッチして

いないという｡

項巨-I3･-----惑｡特徴的飯盛

このセンターは授業改善のためというよりも,acもive且eaTningの実現のためのサボ-トを行

うということを中心として位置づけちれている.このコンセプトは,このセンタ-の活動に対

しても, 教員からのイメ-ジに対しても,ひとつの分かりやすい方向性を奪え て い る o 教員は

自分の授業にⅢを出されるのはいやがるが,acも亙ve且eaTn五mgということであれば , こ の 新しい

学習観と教授法に関してはしっかりした知識をもっているわけではないので,この点 に関して

センタ-が関わることに対して,抵抗は薄いという｡

5亡.ま藍め と牽 後 代碍展望

5I---頂､課摩 撃謬が.!;.i,7_:̂}ヂ';i,'鳶デ.塁 へ.::..C I:_S;i-,I;賢 あ る ,.,:i..と

今回の訪問において印象的であった の は , い ず れ の 機 関においても専任のアカデミックスタ

ッフはなく,すべてノンアカデミック ス タ ッ フ で あ っ たということである.もちろん,こうし

たスタッフは, 日本の事務職よりもずっと 専 門 性 が 強 く,また教員職との相互盈勤もありうる

ものである｡しかしながら,基本的に授業は担当せず 臓 らは教育をおこなわず),教員のサボ

-トをするという役割である｡

このような体制は,北米の教授学習センタ-に共通することであり, 他 にもそれを モ デ ル に

してセンタ-を組み立てた,韓国や香港などにおいても同様である｡日本のようにタ こ の 種 の

センタ-が教員によって組織されているというところのほうが, 例外である｡

今回訪問したそれぞれのセンタ-に, 日本の (とりわけ京都 大 学 の )センタ-の組織のあり

方,すなわちスタッフは教授職であり,センタ-由体が他の部局 と 同 じ並びにあるということ,

サボ-卜機関ではなく研究機関である ということ等を伝えたが,その際に,どのような組織 的

あり方がこの種のセンタ-にふさわしいか,またタそれぞれの体制のメリットとデメリッ ト 等

に関して議論がなされた｡

まず,野D のための方略が大きく異なってくる.北米型センタ-の場合,学長や副学長から

のラインに位置づけちれタ 実際それらの権威に助けられて学内での他の部局との接点を持つと

いう構造になっている｡これに対して日本型センタ-の場合,それ由体がひとつの独立部局と
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して飽部局と横並びであるので, 大学のトップからのラインを利用することは難しくなる｡も

しそんなことをすれば,ある部局の他部局への介入ということで,大きな問題となるであろう｡

したがって可能な FEBの形態は, 本 GPのタイトルにもあるように,相互研修の共同体を組織

することに限定される.自分たちで教育をおこない, 自己改善のための共同体として, 他の教

授陣にも参加を呼びかけていくのである｡

この場合, スタッフの専門性ということが,重要なポイントとなってくる.日本型センター

における相互研修型のFDの場合,そこの教員はけっして教育の専門家ではなく,したがって

自分たちは教え方を教えることはできず, 他の教員が自己探求をおこなうのを支援する,とい

う立場となるoそれに対して欧米型のセンターの場合, そこのスタッフは,自分たちは教育の

専門家であるということを, 断言する｡この場合の教育といっても,それは日本で教育という

ことばイメージされるよりも,ずっと方法論的で, 教育内容からは独立した教育方法というイ

メージである｡このように, どのような教授学習法が学生の学びにとって有効であるかを, 負

分たちは知っている, しかし, それぞれの学閥の内容に関しては知らない軍 したがって, 内容

的なことに関しては, それぞれの部局の教員に教えてもらわなければならないし, 助けてもら

わなければならない,というスタンスとなる｡この点,学内の教員の協力をかえって取り付け

やすいのではないかという印象をもった｡

また付け加えておくならば, スタッフはほぼ女性であったということも印象的であった.ち

っとも, 教育学関係は北米ではもともと女性に人気のある分野であるのだが,この種のセンタ

ーの場合,女性スタッフのほうが人々をつないでいくのには長けているのは,間違いないo

5･-2｡モSP拒EOB夢-3i/9母 野B;@3L鴇観

今回の訪問の問題意識として, カナダそしてケベック州という地域的な特性からみた,FD

のあり方とは,どんなものであったか.もちろんひとつひとつの活動を詳細に見たわけではな

いので, 印象記というものになることを断ったうえで,少し言及しておきたい｡

米国のFD関連センターを訪問するときにいつも感じるのは,そこへの物量の投資の大きさ

である｡すでにこの種のセンターの歴史が長く, スタッフの数も多く, 学内での位置というも

のは, 制度的にも確立している｡これに対してケベック州のセンターは,歴史もまだ浅く, 学

内での位置づけに関して苦労している点が印象的であった｡この点が日本と共通しているから

こそ, 先述したような,日本型センターとの活動の方略の差異が明確に浮かび上がってきた.

これはあくまでも印象であるが,ケベックの諸センターは心理学的なセンスを利用しつつ,学

内に働きかけているという感じをもった.たとえば,モントリオール大学において, センター

訪問後に,学務担当の副学長との面会の機会をもったが, 彼女も臨床心理学の出身であり,ま

た, 訪問者 (筆者)が臨床心理学を専門とすることをきいて,｢カナダでは, 大学の行政に関わ

るのは心理学者が多い｣と言っていた.野D という大きな事業を起こして予算をつけて, ブル

ド-ザ-約に変えていくのではなく,既存の組織に草の根的に働きかけ, また, 働きかける方

略を心理学的に工夫する中で,モントリオール大学やマギルなどでは,結果的に大学の組織に

うまく溶け込んだセンターとなっているようであったo

アメリカ型のFDセンターが多く参照される中夕今回のケベック州訪問は,それを相対化し,
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日本の 野EBのあり方の進むべき方向性を模索していくうえでタ以上のような有効な情報と観点

を奪えてiれるものであったo今後も,今回訪問した諸センタ-との交流を保ちつつ,複眼的

な視点で,日本の相互研修型 野EBのあり方に関してタ検討していく予定習ある｡
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